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間島裕史WiPhone雛離のピジネスモデルJ光文社、� 2007年


恥かけ プ2しかがふり待f診J

WiPodに課金聾載へJ朝日新開� 2008年� 5丹� 6民の記事者読み、翌賭雪きぜコ州全名詞ともいえ

るiPodを作ったアップルという穿主iこ改めて興勢を持ったため。
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・ユピキタスな世界密実現させるために泣?警報機器がf様科な機能を負裂なくし、つでも綾えjることが

理想→使いこえ立せなければ不袈で不機挟に感じてしまう� Ht-TVD'"コ町一ゲL

・藍接人間と対話する端対ブエデレート端末のみに限定するべく工~VD
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情報を制構するための中心的立デパイ件携帯構舗へ吋iPhoneはこのような背最において成立

坊戦略製品 八均 しPCI1-9ラヘ沖地〉

/'""'、 
第二章� Web2.0の向、第三責辞ユピキタスの挫折 ュィl-ti1引い14訟をひ� 

• Web2.0的な技箭は存悲しても� Web2.0の技箭は葬在しない� 

* ものにできるいい仕事はたくさんあるが収益講遣は単品依存的でヲスクを静うー� 

u伊川klプ/C， 6-サ3やσ /  -， 0 -， Mι I~ヲMobile2.0注目される. 

インターネット…接続料金は臨定、コンテンツは原則無料

携帯電話…通話料などは従量幌金体系、コンテンツの料金徴収の仕組みも確立� 

ワ• Mobile2.0の課題は?と士捜瞥特性が古い収益ザノレへと遮光されてしまう点

ユどキタス社会は九、つでもどこでもJ機械に触れる機会がある社会吋人関がアクセスする端末を
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. iPhoneでアップルのピ、ジネスモヂルも界離する
 pc い~") 7K7f a 
永遠のベータ按と日本企業の倫繍と英意識
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卒論のテーマ〈予定〉
 

fアップルインコーポレイデッドの戦略j


調べたい点、解明したい点、関蟻意識
 

. アップノレの成鴇と央敷


・アップノレが日本iこ及ぼした影響

・なぜ世odが一人勝ちしたのか� J しゃにう
 

. なぜ� iPhoneは衛艇なのか


アップノレのコンテンツゼジネスとヂジタノレコンテンツの行方� i了ωιh拘主主� 
. ファイル共有と箸部補料問題� 

r--、 fアップルインコーポレイテ7rの鞍略j
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